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7月15日、千葉市民会館小ホールにおいて、JR東労組千葉地本第41回定期大会を開催しました。主催者挨拶では、
「人事賃金制度の見直しや組織再編、ワンマン運転の導入など大きな変化が進む一方、要員不足や兼務拡大により安
全や現場負担への不安が高まっている。人事評価によって昇給額が変わる新制度は、過度な競争や仲間意識の低下を
招く恐れもある。安全を守るためには支え合い協力できる職場づくりが不可欠であり、安全で働きやすい職場と雇用を守
り、次世代へ組織を継承していくことが重要である」と挨拶がありました。また質疑では、16名の代議員から｢中央緩行線

ワンマン運転施策に対する職場での実践｣「異常な要員不足の実態」｢過半数代表者選挙の報告｣｢若い世代のために、
10年後、20年後、将来を見据えた組織づくり｣等の力強い発言がありました。そして、これまでのたたかいの成果や今後
の運動方針を参加者全員で確認し、満場一致で承認されました。

地本推薦特別賞 成田支部

最優秀賞 船橋統括センター分会
優秀賞 銚子運輸区分会
努力賞 千葉運輸区分会

～第41回大会スローガン～

１．「2026JR総連春闘」と「過半数代表者選挙」の総括を明確にし、あらゆるハラスメントを許さず、健全なJR東
日本グループをつくり出すために、職場からの実践で組織の強化・拡大を全組合員でつくり出そう！

１．「安全・健康・ゆとり」が担保された職場をめざし「新人事・賃金制度」「組織再編」をはじめとした会社施策
の検証運動の強化、安易な赤字ローカル線の見直しに反対、労働者の分断を許さず、安全第一・現場第一のJR
東日本グループをつくり出そう！

１．あらゆるテロにも戦争にも反対！「抵抗とヒューマニズム」の精神を根底に、憲法9条改悪、労働諸法制改悪の
阻止、安心して暮らせる社会の実現をめざして、連帯する仲間とともにたたかおう！
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寺西将人さん 庄司健人さん 生田哲也さん北岡隆紫さん
仲間からの横断幕

大変お疲れさまでした！ありがとうございました！
これからも共に頑張ろう！

おめでとうございます！

千葉支部
宗田代議員

成田支部
樋口代議員

スムーズな議事進行
ありがとうございました！


